
成 紙

交尾期(12月)に見られるfJ7原細胞の柾mと形

態学的特徴は次の皿りであろ｡

A型稲原細胞 :この細胞は核TIの放色の状懐から

2型に分けることができる｡すなわち沸典する核

田を有するdarktype(Ad)と.淡明な核質を有

するpaletype(Ap)である｡後者(Ap)は荊者

(Ad)の有系分裂によって生ずる｡前者(Ad)は

Apを生ずると同時に,Adをも再び生じて, 吹

の柿上皮のCydeの準備を行うらしいが.この

特別な分裂の様式(spermatogonialrenewal)

については,まだ明らかな結論を得ていない｡

B型稲原細胞 :このものは上述のAp精原細胞の

分矧 こよって生み出され,まずBl型を生じ,吹

いで速読する分裂によってB2型 ,B3型 ,B4型

を生ずる｡1-Flame当りのBl型の数は平均2.2

柄,B4型のそれは平均11.9個であった｡

柄母細胞 :B4型相原細胞の分裂によって生じ,

1Flan e当たりの平均数は23.0佃であったO

以上が,交尾期における成税の概要であるが,

現在.前述のAd,Apの各精原細胞のlFlame

内の数と分布を観察中である｡交尾期における

Ad:Apの比と,非行尾期におけるそれとの間に

は差があるらしい｡すなわち.交尾期においては

Apの値が高く,非交尾期においてはこの値は低

くなるようである｡このことはA型柄原細胞の季

節的変動を良く説明し得る郡実と思われるので.

一層の検討を続けたい｡

課 題 13

ニホンザル胃･肺･前立腺のペプシノーゲン様

耐性プロテアーゼ前駆体の比較生化学

森山昭彦(名市大 ･医)

背椎動物の酸性プロテアーゼは,ペプシンとカ

テプシンI)の=群に大別される｡一般にL前者は

不活性前駆体を有し.円で合成,分泌され,後者

は.嗣駆体を持たず,細胞の])ソゾーム内に存在

していると考えられている｡さらに,ペプシンは

免疫学的にAとCに分けることができる｡

ニホンザルの場合,これらに加えて,肺より,
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ペプシノーゲンC様酸性プロテアーゼ前駆休が,

朽製されている｡また,昨年度の共同利用研究に

おいて.前立腺に,免疫学的にペプシンCと区別

できない概性プロテアーゼが.存在することを確

認した｡これらペプシンCおよびペプシンC様酸

性プロテアーゼは,ペプシンAとカテプシンDの

中間的性質を有すろため,酸性プロテアーゼの分

子進化と組械分化の観点から邦味が持たれる｡今

回は,前立腺中の同酎累T._p和製し.その性質を,

他の酸性プロテアーゼと比較した｡

ニホンザルの前立腺38gより出発し,DEAE

-セフ7セル,セフ7デックスG-100.および

抗ペプシノーゲンC抗休固定化セファロースカラ

ムの併用により.同気泳動的l均 一なまでにffL製

したi柄製皮は約1.200倍で,収率約20%であっ

た｡

Fl製された前立位酸性プロテアーゼは.ペプシ

ンと同様に不活性前駆体を有し.前駆体の分子虫
は,37,500,活性型では,33,000であった｡それ

ぞれ ペプシノーゲンCとペプシンCと同じである｡

さらに,アミノ酸組成.活性のpH依存性,帆

害剤に対する挙動等も.プペシンCと全く同様で

あった｡従って.前立碇の酸性プロテアーゼは,

ペプシンCおよび肺のペプシンC様酸性プロテア

ーゼとはほ同一のタンパク質と考えられる｡

このように,田でのみ合成.分泌されると考え

られていたペプシンCが.ニホンザルにおいては

肺や前立腺にも存在することが示されたことにな

り,酸性プロテアーゼの系統関係を考える上で,

祭式な知見となろう｡

豆長頬における血清ペプシノーゲンの定量と臨

床応用および種間変異に関する研究

三木一正(東大 ･医)･降放千恵(東大 ･

医科研)

ヒト胃粘膜より抽出精製したペプシノーゲン成

分に対して,ウサギで抗体を作成しラジオイムノ

アッセイ系を確立した｡主成分のⅠとⅡについて

は,ヒトの諸疾患との相関,また分泌胃液内苑と

の相関を検討した｡田沢拡症例がにおいては,両

者の値は有意な低値を示し,血mを用いるラジオ
イムノアッセイ法は.スクリーニングとして有効

であることが判明した｡また四枚内分泌虫と血FrJ


